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衣服の主観的評価を左右する要因には、機能性だけではなく、外観や触感の影響も考えられ、
美しく快適な衣服設計を行うためには、これらと関連させて素材物性および衣服寸法（サイズ）
との関係を数量的に把握することが必要である。
スカートの基本形はシンプルな形であるが、特にタイトなシルエットにはサイズの厳密さが要
求され、身体寸法に加えられるゆるみは着用感や外観を左右するうえで重要である。スカートの
機能性に関する研究１）～６）はいくつか報告されているが、筆者らはこれまで幅広い年齢層に支持
されているストレートスカートを取り上げ、各種着用試験７）～１３）を行い、腰部におけるゆるみ分
量と素材物性の関係を検討している。そして、ストレートスカートにおいて適切なサイズは素材
により異なり、スカートの周囲長２の変化に対して着用感は異なることを明らかにしている。
しかし、着用者が最終的に「はいてもよい」すなわち好ましいと感じるスカートは、機能性だけ
ではなく、外観や触感などを総合的に評価して決定されると考えられる。
本研究では、ファッションの個性化、多様化に対して、衣服の主観的評価における素材物性お
よびサイズの影響を明らかにすることを目的として、ストレートスカートの着用試験をもとに動
作時の着用感、外観、触感、およびこれらを総合した評価について検討した。
なお、動作に対する着用感に及ぼす素材物性およびサイズの影響についてすでに報告１３）して
いるが、この報告はその続報である。
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研 究 方 法
１．被験者
被験者は、腰囲寸法の近似し
た２０～２３歳の成人女子１０名であ
る。身体計測値を表１に示す。
腰囲寸法は、立位姿勢における
ヒップラインでの水平周囲長を
計測したものである。また、両
腿最大囲はヒップラインよりも
下方において左右の大腿を含む最大周囲長で、個人差もあるが腰囲寸法より大きい傾向にある。
２．試料
試料は、厚さおよび伸び率の異なる市販の布２０種（圧縮荷重０．５gf／２における厚さ T０＝０．１６
～４．１１、５００gf／におけるよこ糸方向の伸び率２＝２．１～２３０％）である。試験用スカートに
用いた試料の厚さ、伸び率およびスカートの重さを、表２に示す。試料 F3、F10、F11、F15は
ニット製品である。
表１ 身体計測値
表２ 試料の厚さ、伸び率およびスカートの重さ
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学 家政学編），１，２０１０２６４
スカートの重さは同一サイズでも試料により異なり、最も軽い試料 F1（W９０＝５７．２g）に対し
て最も重い試料 F17（W９０＝３１４．６g）は、ヒップラインに相当する位置でのスカートの周囲長（以
後、ヒップ回りと記す）９０では２５７g、１０２では２９０gほど重い。また、スカートのサイズによ
る違いは、ヒップ回りが１２大きくなると試料 F1では６g、F17では４０g重くなる。
３．ストレートスカートの製作方法
ストレートスカートの製作方法の詳細１３）はす
でに報告しているが、試験用スカートのパターン
を図１に示す。スカートの基本形をもとにスカー
ト丈６０、ヒップ回り８８～１１０である。なお、
裏地は省略している。
４．評価方法
被験者は、ストッキングとペチコートを着用し
た上から、各自の腰囲寸法より大きい同一サイズ
のスカートをランダムに着用した。異なるサイズ
のスカートは、日を改めて同様の試験を繰り返し
た。
スカートの外観は、身体寸法に対してサイズの
小さいスカートでは、身体の線が目立ち、スカー
トの周囲長が大きくなるにつれてスカートは周囲
に広がり、さらに大きくなると余分な布によって
波状（ひだ）を呈するが、同一サイズでも素材物性により外観の様相は異なることから、「身体
の線が目立つ」「身体に沿っている」「布の輪郭曲線に波ができる」という選択肢を設け、「腹部」
「腰部」「大腿部」について外観の評価を行った。また、外観としてサイズの適否と総合評価に
ついて、回答を求めた。触感として、今回はサイズの影響が考えられる軽重感と肌触りを取り上
げた。
以上のような、外観と触感、すでに報告している動作時の着用感を総合的に評価して、スカー
トの最終的な好ましさとして「はいてもよい」「ややはきたくない」「はきたくない」の選択肢を
設け、回答を求めた。
着用試験は、夏季をのぞく３シーズンに温度２２±２℃、湿度５０±５％の室内で行っている。
結果および考察
１．外観について
スカートの「腹部」「腰部」「大腿部」において、身体の線が目立たず、余分な布によりひだの
生じていない寸法すなわち身体にフィットしている寸法と布の厚さとの関係について、各試料の
図１ ストレートスカートの製図法
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腰部におけるゆるみの平均値を図２
に示す。なお、ゆるみとしてヒップ
回りと着用者の腰囲寸法との差を用
いている。
身体にフィットしている寸法は試
料により異なり、最も薄い試料 F1
（T０＝０．１６）と最も厚い試料 F20
（T０＝４．１１）ではゆるみを多く
必要とし、試料 F8（T０＝０．７３）
では少ない傾向を示していることか
ら、必ずしも厚さに比例していると
はいえない。この寸法の上限の値は、
ひだの生じやすい布では小さくなることが考えられるため、曲げ特性との関係についても検討す
る必要がある。
部位による違いもみられ、必要とされるゆるみは腰部と大腿部の値は近似しているが、腹部で
は１程度少ない傾向を示
し、腹部では５～６．５、
腰部・大腿部では６～７．５
の範囲にほとんどの試料
が含まれている。腹囲は腰
囲寸法より小さいこともあ
るが、若年成人女子の体形
は腹部の膨らみが少ないこ
とを反映している。また、
衣服着用時の外観は、前面
だけではなく、側面や後面
から観察する必要性を示唆
している。
外観上寸法的に「ちょう
どよい」と評価されたスカ
ートについて、試料別に腰
部におけるゆるみと回答数
との関係を表３に示す。半
数を超える人から好まれた
図２ 身体にフィットしている寸法と布の厚さの関係
表３ 外観上寸法的に「ちょうどよい」と評価されたスカート
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スカートを網かけにしている。また、比較のために動作時の着用感の合計を示している。
寸法的に「ちょうどよい」と評価されたスカートは、腰部におけるゆるみ６での回答数が最
も多く、すべての試料について半数を超える人から好ましい評価が得られている。次いで、４、
８の順に回答数は減少し、外観から細めのスカートが好まれる傾向を示している。これに対し
て、動作時の着用感は外観とは異なる分布を示し、６での回答数は最も多いが、８とほぼ等
しく、次いで１０の順になり、動きやすさを反映してサイズの大きいスカートが好まれる傾向を
示している。
また、回答数の多いスカートは試料 F10、F15でいずれもニット製品である。特に、試料 F15
は今回の着用試験において最も小さいサイズに相当するゆるみ２に対して９名、４に対して
全員から寸法的に「ちょうどよい」と評価されていることから、身体のラインを美しく見せてい
ることがうかがえる。回答数の少ないスカートは、試料 F2、F5、F6、F9、F16、F17で、これ
らは伸び率の小さい布であり、「ちょうどよい」と感じられる範囲は他の試料よりも限定されて
いる。しかし、伸びにくい布は好まれないとは一概にいえない。例えば、試料 F13（２＝２．１％）
は今回の試料の中で最も伸び率の小さい布であるが、「ちょうどよい」と感じられる範囲は広く、
回答数も比較的多い。外観と動作時の着用感との関係も試料により異なり、回答数が近似してい
るもの、あるいは外観よりも動作時の着用感が好まれるものも存在するが、伸び率の小さい布あ
るいは厚地の布は動作時の着用感よりも外観において好まれる傾向を示し、特にデニム素材であ
る試料 F13、F16、F17は近年のジーンズの普及を反映していると思われる。布のもつ風合いが
主観的評価に影響を及ぼすことが推察される。
２．触感について
スカートのサイズとともに変化する重さと着用時の軽重感との関係を、図３に示す。「軽い」
（‐１）「やや軽い」（‐０．５）「どちらも感じない」（０）「やや重い」（０．５）「重い」（１）と感じるス
カートについて、重さの最小値から最大値までの範囲と中央値を示している。
サイズが大きくなるほどスカートは重くなり、「重い」と感じられるが、実際の重さに対して
軽重感の評価にばらつきが認められる。
しかし、スカートの重さが１００g以下
あるいは２５０g以上になると、「軽さ」
や「重さ」を感じ、２００g以上では「軽
さ」、１５０g以下「重さ」を感じない傾
向を示している。今回は、同一サイズ
のスカートを１サイクルとして着用試
験を行っているため、試料による違い
は評価に反映されていると思われるが、
サイズによる重さの違いはそれほど大 図３ スカートの重さと軽重感の関係（□は、中央値）
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きくないことや試験日が異なる
ことから、評価に十分反映され
ていないことが考えられる。試
着する順序を考慮して再検討す
る必要がある。
また、スカートのサイズによ
り身体と布との間の空間の状態
が変化するため、肌触りに対す
る評価を求め、「肌触りがよい」
と回答されたスカートについて、
試料別に腰部におけるゆるみと
回答数との関係を表４に示す。
半数以下の場合を網かけにして
いる。
今回のヒップ回り寸法の範囲
では、肌触りに対してサイズよ
りも試料による特徴が顕著にみ
られる。回答数の最も多い試料
F7では、全員「肌触りがよい」という評価である。次いで、試料 F4、F5と続き、柔らかく表面の
なめらかな布が好まれる傾向を示している。これらに対して、回答数の少ない試料は F12、F14、
F18、F19、F20である。F12は強撚糸を用いて織られた布で、表面に凹凸があり、ざらざらした
感じの布である。その他の試料はウール素材で、特有のちくちく感が評価に影響しているものと
思われる。これらの布は、一般に保温性やすべりをよくする目的で裏地をつけて製作される場合
が多く、適切な裏地を用いることにより、評価は改善されることが期待できる。
３．総合評価について
動作時の着用感、スカート着用時の外観、肌触り、軽重感とこれらを総合的に評価した回答数
を表５に示す。
動作時の着用感において「はいてもよい」スカート（６９５件）のうち総合評価において「はいて
もよい」スカート（４７７件）は約７割である。また、「はきたくない」スカート（１９８件）でも「は
いてもよい」スカート（６件）があり、これらはニット製品である。同様に、外観において「は
いてもよい」スカート（６１３件）のうち総合評価において「はいてもよい」スカート（４７６件）は約
８割を占める。しかし、外観において「はきたくない」スカート（２０３件）は総合評価においても
否定的な評価で、「ややはきたくない」あるいは「はきたくない」スカートである。このことか
ら、最終的な評価に外観の影響は大きいことがうかがえる。これに対して、肌触りのよいスカー
表４ 「肌触りがよい」と評価されたスカート
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ト（８７２件）のうち総合評価において「はいてもよ
い」スカート（４５０件）は半数にとどまり、２割は
「はきたくない」スカート（１８２件）である。肌触
りは、直接肌に接する肌着の性能を評価するうえ
で重要であるが、外衣として用いられる場合には
動作時の着用感や外観に比べて影響力は弱いと考
えられる。軽重感については、「重さ」を感じる
スカートは好まれない傾向を示している。
総合評価をもとに「はいてもよい」スカートの
回答数、腰部におけるゆるみの平均値と標準偏差
を、試料別に表６に示す。試料により好まれるス
カートのサイズは異なり、腰部におけるゆるみは
全体の平均値では７．５であるが、伸び率の大き
い布ではゆるみは少なく、伸び率の小さい布では
ゆるみを多く必要とする傾向を示している。回答
数では、試料 F15が最も多く、F16が最も少ない
が、これらは厚さが近似し力学的性質の異なる布
である。布の力学的性質とこれらに関連した感覚
値との関係をさらに検討することも今後必要であ
ると考える。
表５ 動作時の着用感、外観、肌触り、軽重感とこれらを総合した評価との関係
表６ 総合評価をもとに「はいてもよい」
スカートの腰部におけるゆるみ
服部：ストレートスカートの総合評価に及ぼす素材物性およびサイズの影響 ２６９
結 語
衣服における素材物性およびサイズの影響について基礎資料を得る目的で、シンプルな形でサ
イズに厳密さの要求されるストレートスカートを取り上げて、着用試験による主観的評価をもと
に動作時の着用感、外観、触感およびこれらを総合した評価について検討した。
外観上寸法的に「ちょうどよい」と評価された寸法は、腰部におけるゆるみ６の場合で、動
作時の着用感と比較して細めの寸法が好まれる傾向を示した。肌触りの評価では柔らかく表面の
なめらかな布は好まれ、ざらざら感やちくちく感のある布は好まれない傾向を示し、腰部におけ
るゆるみ２～１２の範囲では、肌触りにはサイズによる顕著な違いは認められなかった。
動作時の着用感、外観、触感を総合した評価では、外観の影響は大きいことが認められ、外観
において「はきたくない」スカートは総合評価においても「はきたくない」傾向を示した。また、
総合評価において好まれたスカートの腰部におけるゆるみは平均して７．５を示し、伸び率の大
きい布ではゆるみは少なく、伸び率の小さい布ではゆるみ多く必要とする傾向を示した。そして、
布の力学的性質とこれらに関連した感覚値との関連をさらに検討する必要性が示唆された。
終わりに、着用試験にご協力下さいました被験者の皆様に感謝いたします。
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